
付議案第 63号 

通学区域の一部変更について 

上記の付議案を提出する。 

  令和７年 10月３日 

 福岡市教育委員会 

 教育長 下川 祥二 

理由 

 本件は、東箱崎小学校及び箱崎小学校の通学区域の一部変更について、福岡市教育委員

会事務委任規則第２条第１項第９号の規定により付議するものである。 

東箱崎小学校及び箱崎小学校の通学区域の一部変更について

次のように通学区域の一部変更を行う。 

（１） 東箱崎小学校の通学区域のうち、都市計画道路の堅粕箱崎線から南側（箱崎六丁目

10 番及び 19 番の一部）を箱崎小学校の通学区域に変更する。 

（２） 令和８年４月１日から実施する。
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〔付議案説明資料〕 

 

 

東箱崎小学校及び箱崎小学校の通学区域の一部変更について 

 

 

１ 変更内容 

東箱崎小学校の通学区域のうち、都市計画道路の堅粕箱崎線から南側（箱崎六

丁目 10番及び 19番の一部）を箱崎小学校の通学区域に変更する。 

 

 

２ 変更理由 

   東箱崎小学校区内にある九州大学箱崎キャンパス跡地における住宅開発によ

り、東箱崎小学校の児童数が段階的に増加し、過大規模校となる可能性がある。 

そのため、地域や保護者の代表等で構成する通学区域協議会で協議を重ねた結

果、通学区域を変更し学校規模の平準化を図ることで、適正な教育環境を確保で

きることから、東箱崎小学校の通学区域の一部を箱崎小学校の通学区域とするこ

とで意見がまとまったもの。 

 

 

３ 実施時期等 

令和８年４月１日から実施する。 
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≪変更前の通学区域≫          ≪変更後の通学区域≫ 

凡 例 

   小学校区 

  中学校区 

凡 例 

小学校区 

中学校区 

通学区域変更地域 

箱崎六丁目 
10番 

箱崎六丁目 
10番 

箱崎六丁目 
10番 

箱崎六丁目 
10番 

箱崎六丁目 
19番 

箱崎六丁目 
19番 

箱崎六丁目 
19番 

箱崎六丁目 
19番 

東箱崎小学校 東箱崎小学校 

箱崎小学校 箱崎小学校 

≪都市計画道路 堅粕箱崎線≫ 

写真 
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４ 九州大学箱崎キャンパス跡地の住宅開発による児童数増加の見込み 

東箱崎小学校の通学区域内にある九州大学箱崎キャンパス跡地での住宅開発

により、東箱崎小学校の児童数が段階的に増加し、最大で 950人程度となる見込 

みである。 

なお、跡地の公募では、東箱崎小・箱崎小両校区の教育環境に配慮した住宅供

給となるよう、総供給戸数と年間供給戸数の条件が設定されている。 

ファミリー向け分譲住宅について、総供給戸数は 2,000戸以下かつ年間供給戸

数 250戸以下（８年間）の制限を設けており、児童の出現率を用いて推計すると、

段階的に約６００人の児童が増加する見込みとなる。 

 

５ 東箱崎小学校及び箱崎小学校の学級数・児童数の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇長期に教室不足になる場合の対応 

・東箱崎小学校 （保有教室：22 教室） 

隣接する東箱崎住宅余剰地を活用し、施設整備を行う方向で検討する。 

 

・箱崎小学校 （保有教室：25 教室、プレハブ 2 教室  合計 27 教室） 

建替えの対象校となっており、将来的な児童数増に対応した基本計画に 

着手している。 
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＜推移＞ 

 年 度 R3 R4 R5 R6 R7 

東箱崎小学校 

普通学級数 12 12 12 12 12 

特別支援学級数 2 3 3 4 5 

学級数合計 14 15 15 16 17 

児童数 344 335 331 344 358 

（うち特支） (14) (19) (20) (22) (31) 

箱崎小学校 

普通学級数 19 19 18 19 19 

特別支援学級数 4 4 5 7 10 

学級数合計 23 23 23 26 29 

児童数 598 572 558 585 592 

（うち特支） （19） （18） （30） （39） （46） 

 
 

＜令和７年度 推計＞ 通学区域を変更しない場合 

 
 

  住宅開発による影響  
 年 度 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R20 

東箱崎小学校 

普通学級数 12 12 12 12 12 16 22 

特別支援学級数 6 6 6 6 6 6 6 

学級数合計 18 18 18 18 18 22 28 

児童数 350 337 327 351 379 463 703 

（うち特支） （35） （37） （37） （39） （39） （41） （41） 

箱崎小学校 

普通学級数 18 18 17 16 15 14 12 

特別支援学級数 10 10 10 11 11 11 11 

学級数合計 28 28 27 27 26 25 23 

児童数 587 571 555 526 478 452 379 

（うち特支） （50） （52） （52） （54） （54） （56） （56） 

 

 
＜令和７年度 推計＞ 通学区域を変更する場合 

    住宅開発による影響 

 年 度 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R20 

東箱崎小学校 

普通学級数 12 12 12 12 11 12 17 

特別支援学級数 6 6 6 6 6 6 6 

学級数合計 18 18 18 18 17 18 23 

児童数 350 337 327 311 289 328 516 

（うち特支） （35） （37） （37） （39） （39） （41） （41） 

箱崎小学校 

普通学級数 18 18 17 18  18 18 18 

特別支援学級数 10 10 10 11 11 11 11 

学級数合計 28 28 27 29 29 29 29 

児童数 587 571 555 566 571 602 562 

（うち特支） （50） （52） （52） （54） （54） （56） （56） 
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【参考】 

（１）通学区域の変更に関する地域・保護者との協議経過等 

時期 経緯 

令和６年８月 27日 

第１回 東箱崎小学校・箱崎小学校通学区域協議会の開催 

・適正な教育環境の確保を目的とした協議を行うため、東箱

崎校区、箱崎校区の保護者・地域関係者・学校関係者からな

る協議会を設置。 

・学校規模適正化取り組み手法説明。 

令和６年 12月２日 
第２回 東箱崎小学校・箱崎小学校通学区域協議会の開催 

・通学区域変更案の提示、検討。 

令和７年２月 26日 
第３回 東箱崎小学校・箱崎小学校通学区域協議会の開催 

・通学区域変更案について協議会で合意。 

 

（２）東箱崎小・箱崎小学校通学区域協議会での主な意見 

・大事なことは、子どもの教育環境であり、学校規模の適正化を考える案が妥当。 

・都市計画道路が整備されるので、そこを目安に通学区域を設定する案が良い。 

・箱崎小学校のグラウンドが狭いので、校舎を建て替える際には、高層化なども

考慮して欲しい。 

・国道３号線に通学路ができると思うので、安全性に配慮して欲しい。 

・東箱崎小の前の横断歩道を安全に横断できる対応が必要になってくると思う。 

・東箱崎小学校の隣接地の取得を是非お願いしたい。 
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(写)
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	１　変更内容
	東箱崎小学校の通学区域のうち、都市計画道路の堅粕箱崎線から南側（箱崎六丁目10番及び19番の一部）を箱崎小学校の通学区域に変更する。




